別紙様式１（第４条関係）
意思の表出の申出書
（注）
・申出書の分量（ページ数）は特段の制限なし
・意思の表出の種類が「報告」の場合、２．（６）は記載不要
　・記載が難しいものは、わかる範囲で記載
１．総論
（１）概要
① 意思の表出の名称・種類・理由（名称が今後変更になることを想定している場合は、名称の末尾に「（仮題）」を付記。種類を「提言」とする場合は、学術会議名義で発出するに相応しい総合的・俯瞰的見地なものである具体的理由）
　
2 提案の内容
3 提案を行う背景・経緯
4 過去に発出された意思の表出との関係（参照すべきと考える、少なくとも過去10年間に学術会議が発出した「意思の表出」の名称、発出年月日及び今回申出案件との関係を記載)
5 提案に係る国内外の議論の現状と課題
（２）学術会議が発出するに相応しい意義・必要性
（３）発出の時期及びその理由（今期中に発出しなければならない理由）
２．各論
（１）骨子案（できる限り具体的に記載し、別添も可）

（２）具体的な読者及び名宛人(関係府省庁は必ず記載)
（３）異なる意見に対する公平な取扱い(特に国民的議論が大きく分かれている場合は、より具体的に記載)
（４）意思の表出の作成時の意見交換の相手方（関係府省庁、地方公共団体その他団体等の外部機関、市民（異なる意見を有する者を含む）等を記載。これらの相手方との今後の意見交換の見通し等を記載）
（５）グローバルな議論の状況への目配り（当該問題についての主要国の動向について記載）
（６）意思の表出の実現に向けたフォローアップ計画（１年以内、３年以内及び概ね５～１０年を目安とする中長期的な計画を具体的に記載）
（７）分科会等におけるこれまでの審議経過（どのような議論が行われたか具体的にわかる議事要旨等を添付）
（８）公表に向けた今後の想定するスケジュール（公表までに要する時間（作成、査読、承認手続に要する時間）、公開シンポジウム、学術フォーラムの開催予定等、具体的に記載）
（９）その他（申出に際し、上記以外で記載すべきことがあれば記載）
　（提出年月日）〇〇年○○月〇〇日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（申出者）
〇〇委員会○○分科会委員長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（氏名）〇〇　〇〇
別紙様式２（第９条関係）
○○○第○○○号

○○年○○月○○日

〇〇大臣

○○　○○　　殿

日本学術会議会長

○○　○○

　　　　　　　　　　　　　
○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○（意思の表出の種類）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

（日本学術会議の意思の表出の種類）

提　　　　　　言

（主題）○　○　○　○　○　○　○　○

[image: image1.jpg]



○○年（※和暦）（○○年（※西暦））○○月○○日

（表出主体）
日　本　学　術　会　議

（表出主体が日本学術会議である場合）

　この提言（又は答申、勧告、要望、声明、回答）は、日本学術会議○○委員会△△分科会が中心となり審議を行ったものであり、日本学術会議として公表するものである。
（表出主体が部、委員会、分科会又は若手アカデミーである場合）

　この見解（又は報告）は、日本学術会議○○委員会△△分科会の審議結果を取りまとめ公表するものである。
（表出主体が複数の分科会にわたり、かつ、実際の審議主体が分科会に置かれる小委員会である場合）

この提言は、日本学術会議〇〇委員会△△分科会及び同委員会同分科会□□小分科会が中心となり、第〇部△△委員会□□分科会、第〇部△△委員会□□分科会及び第〇部△△委員会□□分科会と共同で審議を行ったものであり、日本学術会議として公表するものである。
　　　　　　　　　　日本学術会議○○委員会〇〇分科会

　　　　　　　（氏名）　　　　　　　　　　　（職名）

　委員長　　○○　○○　（第○部会員）　　　○○○○○○○○○○

　副委員長　○○　○○　（第○部会員）　　　○○○○○○○○○○

　副委員長　○○　○○　（第○部会員）　　　○○○○○○○○○○
幹　事　　○○　○○　（連携会員）　　　　○○○○○○○○○○

　　　　　　○○　○○　（第○部会員）　　　○○○○○○○○○○

　　　　　　○○　○○　（連携会員）　　　　○○○○○○○○○○

　　　　　　○○　○○　（連携会員(特任)）　○○○○○○○○○○

　　　　　　○○　○○　（第○部会員）　　　○○○○○○○○○○

注）意思の表出は、表出主体の一体的な意思の表出であることから、本文には執筆者名は記載しない。ただし、ヒアリングの資料等個人名の記載されているものを参考資料として添付することは可とする。事務局で調査を担当した学術調査員、オブザーバ、参考人等を記載することも可能であるが、その場合は分科会等の構成員と明確に区別できるようにする。

本提言（又は見解、報告）に関しての開示すべき利益相反は、以下のとおりである。
〇〇〇〇〇（利益相反の基準）
＜開示リスト＞
〇〇〇（氏名）
　　〇〇〇（開示内容）

要　　　　　旨

１　作成の背景

　・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

　・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

２　現状及び問題点

　・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

　・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

３　提言（又は答申、勧告、要望、声明、見解、報告、回答）の内容

　(1) ○○○○○

　　　・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

　　　・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

　(2) ○○○○○

　　　・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

　　　・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

(3) ○○○○○

　　　・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

　　　・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
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＜作成上の留意点（原則）＞


・本文は20ページ程度。ただし、要旨、目次、参考文献、参考資料等はページ数にカウントしない。

・要旨は２ページ程度。要旨のみで独立に読めるようにする。
・本文の正確な理解に役立つと考えられる場合に、最小限度の補足資料(参考資料や付録)をつけることは妨げない。
別紙様式３（第１２条関係）
意思の表出の案の提出チェックシート
このチェックシートは、日本学術会議において意思の表出の案の査読を円滑に行い、意思の表出の案の作成者、査読者、事務局等の労力を軽減するためのものです。
意思の表出の案の作成者は、提出の際に以下の項目の１～13を責任を持ってチェックし、さらに英文タイトル（必須）を記載し、意思の表出の案に添えて査読時に提出してください。
記入者（分科会等名・氏名）：
和文タイトル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
英文タイトル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	項目
	チェック

	1.表題と内容は一致している。
	□

	2.我が国の科学者の内外に対する代表機関としての学術会議が発出するに相応しい論理性と倫理性になっている。
	□

	3.内容の実現可能性と実行可能性を考え作成している。（関係府省庁等の現在の施策の実施状況・今後の施策の検討状況等の記載）
	□

	4.読みやすさ、簡潔な要旨、客観的かつ洗練された穏当な記載をしている。
	□

	5.記述・主張を裏付けるデータ及び資料の出所の明記(著作権の適切な取扱い) 、恣意的な切り取りにならないような適切な引用をしている。
	□

	6.利益誘導と誤解されることのないような配慮をしている、かつ利益相反を開示している。
	□

	7.異なる意見の公平な取扱いをしている。
	□

	8.意見集約が困難な事項は両論併記をしている。
	□

	9.グローバルな議論の状況への目配りをしている。
	□

	10.想定する読者及び名宛人を意識した記載をしている。
	□

	11.学術会議における過去の意思の表出等の公表文書、直近に発出予定の意思の表出等の文書、関係する分科会等の動向との通時的な整合性を図っている。
	□

	12.本文は20ページ（A4、フォント12P、40字×38行）程度である。※図表を含む
	□

	13.要旨は、要旨のみでも独立した文章として読めるものであり2ページ（A4、フォント12P、40字×38行）程度である。
	□


	※11.について、その意思の表出等のタイトルと発出分科会等名・年月日、既出の意思の表出等との関係、相違点等について概要をお書きください。


	※チェックを付すことができない場合、その番号と理由をお書きください。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
別紙様式４（第２３条関係）
○○年○○月○○日
日本学術会議○○委員会

提言「○○○○○○○○○○○○○○○」

１　作成の背景
・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

　・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

２　現状及び問題点

　・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

　・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

３　意思の表出の内容

(1)  ○○○○○

　　　・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

　　　・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

　(2)  ○○○○○

　　　・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

　　　・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

(3)  ○○○○○

　　　・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

　　　・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

　　　　　　　　　　　　　　　　
	問合せ先

○○委員会委員長　○○　○○

　　　△△大学〇〇研究室

　　　　電話：○○―○○○○―○○○○


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
別紙様式６（第２８条関係）
(提言・見解)「○○○○○○○○○○○○」

フォローアップ・レポート

１　内容

　　・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

　　・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。　
２　意思の表出の発出年月日

　　　○○（和暦）年（〇〇〇〇（西暦）年）○○月○○日
　
３　フォローアップ活動
（意思の表出を浸透させるために行った具体的な活動）
４　各界の反応　
 (1)  政策立案者等の反応
(2)  学協会・専門職団体、研究教育機関、市民団体等の反応
（a）学協会・専門職団体
　(b) 研究教育機関

　(c) 市民団体
　(d) その他
５　マス・メディア
６　考察と今後の展望　　
　　　　　　　　　　　　　フォローアップ・レポート作成責任者　
　　　　　　　　　　　　　　○○委員会委員長（第〇〇期）　○○○　○○
提出日　〇〇年（〇〇〇〇年）〇〇月〇〇日　　
別紙様式７（第２９条関係）
(提言)「○○○○○○○○○○○○」

インパクト・レポート
１　内容

　　・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

　　・　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。　

２　意思の表出の発出年月日

　　　○○（和暦）年（〇〇〇〇（西暦）年）○○月○○日
３　フォローアップ活動（意思の表出を浸透させるために行った具体的な活動）
４　社会に対するインパクト
 (1)　政策への反映

(2)  関係府省庁、地方公共団体、学協会・専門職団体、研究教育機関、市民団体等の反応
（a）関係府省庁 
（b）地方公共団体
（c）学協会、専門職団体
　(d) 研究教育機関等
　(e) 市民団体
　(f) その他
５　マス・メディア
６　考察と今後の展望
（該当する箇所に✔を付したうえで、具体的に説明してください）
□ 意思の表出の内容の大部分が実現された
（説明）
　　　□ 意思の表出の内容の一部が実現された
　　　（説明）
　    □ 意思の表出の内容は実現されていない
　　　（説明）
　　　　　　　　　　　　　インパクト・レポート作成責任者　
　　　　　　　　　　　　　　○○委員会委員長（第〇〇期）　○○○　○○
提出日　〇〇年（〇〇〇〇年）〇〇月〇〇日　　
※３年経過以降に追記すべき事項が生じた場合には、任意で、改訂版を意思の表出対応委員会へご報告ください。
※過去のインパクト・レポートも振り返りながら、概ね５年から１０年を目安とする中長期的な視点でのインパクト・レポートの作成にも努めてください。
＊　Ａ４版縦長・横書き


＊　４０字、３８行


＊　余白は　上下：２４ｍｍ　左右：２４ｍｍ


＊　見出しはＭＳゴシック、１２ポイント


＊　本文はＭＳ明朝、１２ポイント


＊　基本的に章ごとに改ページ。


ただし、章が短い（半ページにもならない）場合は、適宜。


＊　項目の表記の順序は、次のとおり。


１　→　(1)　→　①　→　ア　→　(ア)　→　a　→　(ａ)


＊　本文の数字は、１桁は全角、２桁は半角。








